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平
成
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十
一
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度　

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

中
日
造
林
賞
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［
森
林
整
備
課
・
治
山
課
］
平
成
二
十
一
年
度
治

山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
、
二
月

二
十
四
日
に
中
部
森
林
管
理
局
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
治
山
工
事
及
び
林
道
工

事
の
適
正
化
並
び
に
施
工
技
術
の
向
上
、
意
欲

の
高
揚
を
図
り
、
併
せ
て
設
計
技
術
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
治
山
部
門
は
昭
和
四
十
二
年

度
、
林
道
部
門
は
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
に
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
施
工
し

た
、
治
山
工
事
一
四
八
件
、
林
道
等
工
事
十
六
件

の
工
事
を
対
象
に
施
工
管
理
全
般
及
び
安
全
管
理

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
治
山
部
門
で
十
四
件
、

林
道
部
門
で
六
件
を
優
良
工
事
と
し
て
選
出
し
、

こ
の
中
か
ら
、
最
優
秀
工
事
と
し
て
治
山
部
門
・

林
道
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
二
件
を
林
野
庁
表
彰
に
推

薦
し
、
治
山
工
事
二
件
と
林
道
工
事
二
件
に
つ
い

て
農
林
水
産
大
臣
賞
並
び
に
林
野
庁
長
官
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
良
工
事
と
し
て
選
出
し
た
そ
の
他
の

工
事
、
治
山
部
門
の
十
二
件
、
林
道
部
門
の
四
件

と
、
新
た
に
農
林
水
産
大
臣
賞
、
林
野
庁
長
官
賞

を
受
賞
し
た
工
事
の
現
場
代
理
人
、
主
任
技
術
者

並
び
に
監
督
職
員
が
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

二
十
四
日
の
表
彰
式
は
、
中
部
局
管
内
の
長
野

県
内
で
施
工
し
た
治
山
及
び
林
道
工
事
の
受
賞
者

に
対
し
行
わ
れ
、
桂
川
森
林
整
備
部
長
が
、
審
査

報
告
し
た
後
、
城
土
局
長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
富
山
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
内
で
工
事

施
工
し
た
受
賞
者
に
対
す
る
表
彰
伝
達
式
は
、
三

月
一
日
に
名
古
屋
市
内
で
行
わ
れ
、
竹
林
次
長

（
名
古
屋
事
務
所
長
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
を

授
与
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
農
林
水
産
大
臣
賞
及
び
林
野
庁
長
官
賞

の
授
与
式
は
、
局
長
表
彰
に
先
立
ち
、
二
月
九
日

東
京
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

◎
農
林
水
産
大
臣
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

　

株
式
会
社
佐
々
木
工
務
店
（
中
津
川
市
）

◇
上
矢
作
（
フ
ジ
小
屋
２
）
奥
地
保
安
林
保
全　

　

緊
急
対
策
工
事�

〈
東
濃
署
〉

◎
林
野
庁
長
官
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

　

木
曽
土
建
工
業
株
式
会
社
（
木
祖
村
）

◇
尾
骨
沢
復
旧
治
山
工
事�
〈
木
曽
署
〉

〔
林
道
工
事
部
門
〕

　

奥
田
工
業
株
式
会
社
（
大
桑
村
）

◇�

小
川
殿
（
川
戸
沢
下
）
林
道
新
設
工
事
ほ
か　

一
工
事�

〈
南
木
曽
支
署
〉

　

株
式
会
社
水
口
土
建
（
高
山
市
）

◇
鈍
引
沢
林
道
新
設
工
事�

〈
飛
騨
署
〉

◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

　

株
式
会
社
北
條
組
（
長
野
市
）

◇
硫
黄
沢
復
旧
治
山
工
事�

〈
北
信
署
〉

　

株
式
会
社
後
藤
組
（
糸
魚
川
市
）

◇
杉
ノ
平
地
す
べ
り
防
止
工
事�

〈
中
信
署
〉

　

株
式
会
社
水
野
組
（
伊
那
市
）

◇
東
谷
二
復
旧
治
山
工
事�

〈
南
信
署
〉

　

大
宗
土
建
株
式
会
社
（
南
木
曽
町
）

◇
大
迷
沢
奥
地
保
安
林
保
全
緊
急
対
策
工
事

�

〈
南
木
曽
支
署
〉

　

株
式
会
社
三
六
組
（
飯
田
市
）

◇
平
成
二
〇
年
度
ザ
沢
向
復
旧
治
山
工
事

�

〈
伊
那
谷
総
治
〉

　

大
協
建
設
株
式
会
社
（
大
鹿
村
）

◇
平
成
二
〇
年
度
中
洞
地
す
べ
り
防
止
工
事

�

〈
伊
那
谷
総
治
〉

　

伊
藤
工
業
株
式
会
社
（
魚
津
市
）

◇
北
又
谷
復
旧
治
山
工
事�

〈
富
山
署
〉

　

新
栄
建
設
株
式
会
社
（
立
山
町
）

◇
ス
ゴ
谷
下
流
復
旧
治
山
工
事�

〈
富
山
署
〉

　

大
山
土
木
株
式
会
社
（
高
山
市
）

◇�

千
間
樽
（
紋
十
郎
谷
）
奥
地
保
安
林
保
全
緊
急

対
策
工
事�

〈
飛
騨
署
〉

　

金
子
工
業
株
式
会
社
（
下
呂
市
）

◇
椹
谷
（
白
谷
）
復
旧
治
山
工
事�

〈
岐
阜
署
〉

　

岩
佐
土
木
株
式
会
社
（
下
呂
市
）

◇
鹿
山
（
下
呂
俣
谷
支
流
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
岐
阜
署
〉

　

株
式
会
社
梅
田
組
（
下
呂
市
）

◇
鹿
山
（
下
呂
俣
谷
小
谷
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
岐
阜
署
〉

〔
林
道
工
事
部
門
〕

　

株
式
会
社
北
原
組
（
小
海
町
）

◇
大
沼
（
内
山
）
併
用
林
道
災
害
復
旧
工
事

�

〈
東
信
署
〉

　

木
曽
土
建
工
業
株
式
会
社
（
木
祖
村
）

◇
塩
沢
藪
原
林
道
改
良
工
事�

〈
木
曽
署
〉

　

株
式
会
社
青
木
組
（
下
呂
市
）

◇
鈍
引
沢
作
業
道
新
設
工
事�

〈
飛
騨
署
〉

　

株
式
会
社
所
組
（
恵
那
市
）

◇�

大
ツ
ゲ
谷
（
治
山
資
材
運
搬
路
新
設
）
復
旧
治

山
工
事�

〈
岐
阜
署
〉

〔
現
場
代
理
人
、
主
任
技
術
者
及
び

　

監
督
職
員　

部
門
〕

　

奥
田
工
業
株
式
会
社

　
　

主
任
技
術
者　

西
裏　

進

　

木
曽
森
林
管
理
署　

南
木
曽
支
署

　
　

監
督
職
員　
　

尾
近　

茂

◇�

小
川
殿
（
川
戸
沢
下
）
林
道
新
設
工
事
ほ
か
一

工
事

　

木
曽
土
建
工
業
株
式
会
社

　
　

主
任
技
術
者　

巾
崎　

哲
也

　

木
曽
森
林
管
理
署

　
　

監
督
職
員　
　

小
嶋　

友
和

◇
尾
骨
沢
復
旧
治
山
工
事

　

株
式
会
社
水
口
土
建

　
　

主
任
技
術
者　

和
賀
登
和
彦

　

飛
騨
森
林
管
理
署

　
　

監
督
職
員　
　

井
上　

智
之

◇
鈍
引
沢
林
道
新
設
工
事

　

株
式
会
社
佐
々
木
工
務
店

　
　

現
場
代
理
人　

五
嶋　

祐
二

　
　

主
任
技
術
者　

西
村　

幸
弘

　

東
濃
森
林
管
理
署

　
　

監
督
職
員　
　

可
兒　

孝
志

◇�

上
矢
作
（
フ
ジ
小
屋
二
）
奥
地
保
安
林
保
全
緊

急
対
策
工
事

各
種
表
彰
式
等
を
開
催

平
成
二
十
一
年
度

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
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国
有
林
間
伐
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

最
後
と
な
る
中
日
造
林
賞
贈
呈
式　

―

中
日
新
聞
社
に
局
長
感
謝
状
贈
呈―

　 

［
名
古
屋
］
中
部
九
県
の
優
良
造
林
地
な
ど
を

表
彰
す
る
第
五
十
五
回
中
日
造
林
賞
の
贈
呈
式

が
二
月
二
十
五
日
、
中
日
新
聞
本
社
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
日
新
聞
社
と
中
部
日
本
治
山
治

水
連
盟
が
主
催
で
、
中
部
地
方
の
林
業
発
展

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
個
人
・
団
体
の
優
良
造
林

地
・
功
労
者
を
表
彰
し
、
そ
の
業
績
を
一
般
に

紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
く
造
林
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
も
の
で
、
林
野
庁
・
中
部
森

林
管
理
局
、
中
部
九
県
（
愛
知
、
岐
阜
、
三

重
、
静
岡
、
長
野
、
滋
賀
、
福
井
、
石
川
、
富

山
）
が
後
援
し
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
主
催
者
の
大
島
中
日
新
聞
社

社
長
か
ら
「
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
各
地
域
の
模

範
と
な
る
活
躍
と
功
績
を
重
ね
ら
れ
、
改
め
て

敬
意
を
表
し
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
る
と
と
も
に

「
昭
和
三
十
一
年
か
ら
顕
彰
し
て
き
た
が
、
近

年
、
森
林
・
林
業
の
意
義
が
環
境
や
後
継
者
な

ど
の
課
題
が
あ
る
中
で
行
政
に
主
体
が
移
っ
て

お
り
、
中
日
造
林
賞
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
名
古
屋
営
林
局
時
代
か
ら
中
部
森
林

管
理
局
に
は
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
お
礼
申
し

上
げ
た
い
。
今
後
は
、
林
業
振
興
な
ど
を
紙
面

作
り
の
面
か
ら
協
力
し
た
い
」
と
、
中
日
造
林

賞
を
今
回
で
終
了
す
る
こ
と
も
告
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
後
、
竹
林
審
査
委
員
長
（
名
古
屋
事
務

所
長
）
の
審
査
結
果
報
告
が
あ
り
、
城
土
森
林

管
理
局
長
か
ら
林
野
庁
長
官
賞
を
、
大
島
中
日

新
聞
社
社
長
か
ら
中
日
賞
、
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
者
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

城
土
局
長
は
「
受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
日

頃
か
ら
の
森
林
づ
く
り
を
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
た
成
果
の
た
ま
も
の
で
あ
り
敬
意
を
表
す
と

と
も
に
皆
さ
ん
の
取
組
を
地
域
で
も
普
及
し
て

も
ら
い
た
い
」
ま
た
、
中
日
新
聞
社
に
対
し
て

は
「
半
世
紀
に
わ
た
っ
た
取
組
に
敬
意
を
表
し

た
い
。
自
分
の
生
ま
れ
た
年
か
ら
始
め
ら
れ
同

じ
年
月
を
歩
ん
だ
活
動
が
終
わ
る
こ
と
に
寂
し

い
感
じ
も
す
る
。
中
部
日
本
地
域
に
声
を
伝
え

る
力
で
、
森
林
・
林
業
を
新
し
い
視
点
で
ご
支

援
を
願
い
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
優
良
造
林

地
の
部
門
で
林
野
庁
長
官
賞
に
輝
い
た
、
岐
阜

県
の
和
田
光
雄
さ
ん
か
ら
「
五
十
年
前
に
、
父

親
も
同
じ
賞
を
受
賞
し
、
自
分
も
も
ら
え
る
よ

う
に
頑
張
っ
た
。
賞
を
誇
り
に
こ
れ
か
ら
も
環

境
な
ど
に
優
し
い
森
林
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
造
林
賞
贈
呈
式
後
、
城
土
局
長
よ
り

中
日
新
聞
社
に
、
中
日
造
林
賞
を
通
じ
て
地
域

社
会
に
お
け
る
森
林
づ
く
り
と
地
域
振
興
に
大

き
く
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
二
部
門
で
次
の
方
々
で
す
。（
敬

称
略
）

【
優
良
造
林
地
の
部
】

▽�

林
野
庁
長
官
賞
＝
和
田
光
雄
（
岐
阜
県
郡
上

市
）

▽�

中
日
賞
＝
青
木
力
（
富
山
県
南
砺
市
）、
野

口
佳
正
（
滋
賀
県
甲
賀
市
）

▽�

奨
励
賞
＝
畑
田
清
治
（
福
井
県
小
浜
市
）、

濱
田
耕
輝
（
三
重
県
紀
北
町
）

【
造
林
功
労
者
の
部
】

▽�

林
野
庁
長
官
賞
＝
大
桑
透
（
静
岡
県
浜
松

市
）

▽
中
日
賞
＝
坂
本
明
（
石
川
県
穴
水
町
）

▽
奨
励
賞
＝
加
藤
清
（
愛
知
県
豊
田
市
）、

　

横
山
喜
八
郎
（
長
野
県
上
田
市
）

 
［
販
売
課
］
間
伐
の
優
良
事
例
の
普
及
に
努
め

る
た
め
、
平
成
二
十
一
年
度
も
林
野
庁
で
国
有

林
間
伐
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
局
か
ら
は
、
例
年
一
事
例
の
応
募
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
署
等
の
低
コ
ス
ト
作

業
シ
ス
テ
ム
の
取
組
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
今
年
度
八
事
例
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
林
野
庁
に
推
薦
す

る
優
良
事
例
に
つ
い
て
局
長
賞
を
授
与
す
る
こ

と
と
し
、
選
考
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
三
事
例

を
選
定
し
、
林
野
庁
へ
推
薦
し
た
と
こ
ろ
、
日

和
田
林
産
㈲
が
み
ご
と
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、

そ
の
賞
状
の
授
与
は
、
二
月
十
六
日
飛
騨
森
林

管
理
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
と
し
て
間
伐
を
進
め
て
い
く
中

で
、
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
趣
旨
に
即
し

て
で
き
る
限
り
搬
出
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
普
及
・
定
着
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
平

成
二
十
二
年
度
に
向
け
て
よ
り
多
く
の
応
募
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

林
野
庁
長
官　

優
秀
賞　
　
　

　

日
和
田
林
産
有
限
会
社�

（
高
山
市
）

中
部
森
林
管
理
局
長
賞　

　

日
和
田
林
産
有
限
会
社�

（
高
山
市
）

　

北
信
州
森
林
組
合�

（
飯
山
市
）

　

有
限
会
社
高
遠
興
産�

（
伊
那
市
）

表彰状を受け取る受賞者

原飛騨署長より
日和田林産有限会社へ賞状の伝達
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「
森
林
・
林
業
社
会
貢
献
活
動

局
長
感
謝
状
贈
呈
式
」

 

［
総
務
課
］
平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日
、
中

部
森
林
管
理
局
で
平
成
二
十
一
年
一
月
か
ら
平

成
二
十
一
年
十
二
月
ま
で
の
一
年
間
に
お
い

て
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
国
土
緑
化
推
進
等
を
通
じ
た
森
林
づ
く
り

活
動
、
地
域
の
奉
仕
活
動
等
に
お
け
る
地
域
連

携
・
社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
進
ん
で
携
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
企
業
、
団
体
の
中
で
、
特
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
九
企
業
及
び
六
団
体
に
局
長

か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

��

台
風
通
過
後
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
歩
道
の

整
備
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ

た
二
十
団
体
、
一
七
三
企
業
か
ら
実
績
の
提
出

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
次
の
団
体
・
企
業
に
局

長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

◇
森
林
づ
く
り
活
動
部
門

　

名
古
屋
林
業
土
木
協
会
付
知
支
部

　

名
古
屋
林
業
土
木
協
会
中
津
川
支
部

　

有
限
会
社
つ
け
ち
創
工
社

　

付
知
土
建
株
式
会
社

　

株
式
会
社
杉
田
組

◇
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門

　

名
古
屋
林
業
土
木
協
会

　

名
古
屋
林
業
土
木
協
会
古
川
支
部

　

有
限
会
社
共
和
土
木

　

三
留
野
土
建
株
式
会
社

　

株
式
会
社
青
木
組

◇
地
域
連
携
・
社
会
貢
献
部
門

　

木
曽
の
自
然
を
愛
す
る
会

　

名
古
屋
林
業
土
木
協
会
愛
知
支
部

　

尾
澤
建
設
株
式
会
社

　

株
式
会
社
加
藤
工
務
店

　

有
限
会
社
共
和
土
木

 

［
企
画
調
整
室
］
二
月
二
十
五
日
、
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
会
議
を
中
信
森
林
管
理
署
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
と
は
、
幅
広
い
国
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
お
聴
き
し
、�

開
か
れ
た
「
国

民
の
森
林
」
に
ふ
さ
わ
し
い
国
有
林
野
の
管
理

経
営
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
十
六
年
度
か
ら

進
め
て
い
る
取
組
で
す
。

　

会
議
に
は
、
全
三
十
名
の
う
ち
管
内
一
円
か

ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
九
名
の
モ
ニ
タ
ー
の

皆
さ
ん
と
、
当
局
か
ら
計
画
部
長
、
森
林
整
備

部
長
、
中
信
署
長
等
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
松
本
市
ア
ル
プ
ス
公
園
か
ら
、

絶
好
の
天
気
の
中
、
北
ア
ル
プ
ス
等
を
望
み
な

が
ら
、
中
信
署
長
よ
り
国
有
林
野
分
布
や
地
域

で
の
取
組
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
森
林
限
界
を

超
え
た
ア
ル
プ
ス
の
頂
上
ま
で
林
野
庁
が
管
理

し
て
い
る
ん
だ
」
な
ど
驚
き
の
声
も
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
材
利
用
推
進
の
事
例
と
し
て
長
野

県
森
林
組
合
連
合
会�

中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
県
産
材
を
利
用
し
た
建
物
や
木
材
を
販

売
す
る
市
場
を
見
学
し
ま
し
た
。「
こ
の
建
物

の
木
材
は
全
て
地
元
材
を
利
用
し
て
い
る
」
と

説
明
を
受
け
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
感
嘆

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
場
所
を
「
中
信
署
会
議
室
」
へ
移

し
中
部
局
、
中
信
署
の
事
業
概
要
等
を
説
明

し
、
そ
の
後
、
事
前
に
聴
取
し
た
モ
ニ
タ
ー

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
質
問
に
お
答
え

し
、
ま
た
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
一
般
の
者

が
国
有
林
を
利
用
す
る
制
度
を
よ
り
進
め
て
ほ

し
い
」「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
等
の
森
林

被
害
へ
の
対
策
の
難
し
さ
が
解
っ
た
」「
民
有

林
の
手
入
れ
の
参
考
に
し
た
い
」
等
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
い
た
だ
い
た
貴
重
な
意
見
を
参

考
に
、
こ
れ
か
ら
の
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

［
計
画
課
］
二
月
二
十
日
と
二
十
八
日
に
、
長

良
川
森
林
計
画
区
内
（
岐
阜
署
）
の
岐
阜
県
郡

上
市
と
尾
張
西
三
河
森
林
計
画
区
内
（
愛
知

所
）
の
瀬
戸
市
に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
方
々

と
地
域
の
国
有
林
に
つ
い
て
情
報
や
意
見
交
換

を
行
う
「
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
度
か
ら
の
取
組
で
、
国
有
林

の
森
林
計
画
づ
く
り
に
先
立
ち
広
く
地
域
の
情

報
や
意
見
を
聴
く
た
め
の
も
の
で
す
。
尾
張
西

三
河
森
林
計
画
区
で
は
、
瀬
戸
国
有
林
（
定
光

寺
自
然
休
養
林
）
で
間
伐
実
行
箇
所
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
見
学
会
と
あ
わ
せ
て
行
い

ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
森
林
計
画
区
の
概
要
や
国
有

林
に
お
い
て
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
話
題
提
供

を
行
い
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
国
有
林
へ
の

局長感謝状を贈呈されたみなさん

モニターとの意見交換会の様子

平
成
二
十
一
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
開
催

国
有
林
の
森
林
計
画
づ
く
り
に

お
け
る
懇
談
会
を
開
催
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関
心
や
期
待
、
情
報
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い

な
が
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
計
画
区
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
国
有
林
で
は
、
複
層
林

へ
の
転
換
を
図
り
、
保
水
力
の
高
い
森
林
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
」、「
自
然
休

養
林
は
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
が
案
内
す
る
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て

欲
し
い
」、「
今
回
の
懇
談
会
の
よ
う
な
話
し
合

い
を
も
っ
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
。
こ
の
よ
う

な
情
報
交
換
で
き
る
機
会
を
も
っ
と
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
等
の
意
見
が
出
ま
し
た
。　　

　

こ
の
二
地
区
の
ほ
か
、
昨
年
十
月
に
は
中
部

山
岳
森
林
計
画
区
（
中
信
・
木
曽
署
）
に
お
い

て
同
様
の
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
継
続
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
繋
が
り
を
深
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
情
報
を
森
林
計
画
に
反
映
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
三
学
期
も
中
盤
が
過
ぎ
、
各
小
学

校
で
は
進
級
・
進
学
に
向
け
て
各
種
行
事
が
行

わ
れ
る
中
、
今
年
度
の
下
呂
市
内
小
学
校
に

お
け
る
出
前
授
業
が
二
月
十
七
日
終
了
し
ま
し

た
。

　

こ
の
出
前
授
業
は
下
呂
市
教
育
委
員
会
よ

り
、
下
呂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
通
じ
、
森
林

に
つ
い
て
授
業
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
依
頼
が

あ
り
四
〜
六
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

��
初
め
て
の
授
業
の
時
は
、
少
し
難
し
い
言
葉

で
話
を
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
子
供
達
が
理
解

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
学
校
の
先
生
に
助
け

を
求
め
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
子
供

達
に
合
わ
せ
た
言
葉
を
使
っ
て
授
業
を
行
っ
た

結
果
、
理
解
も
早
く
、
小
学
校
か
ら
も
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
今
年
六
月
に
岐
阜
県
に
お
い
て

「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、「
森
林
」
と
「
海
」
と
の
繋

が
り
（
循
環
）
に
つ
い
て
の
授
業
を
中
心
に
、

実
験
や
工
作
を
行
う
な
ど
し
て
お
り
、
一
単
元

（
四
十
五
分
）
で
は
も
っ
た
い
な
い
と
の
声
が

聞
こ
え
る
中
、
子
供
達
に
「
森
林
」
に
興
味
を

持
ち
、
理
解
し
て
、
そ
し
て
「
緑
」
の
応
援
団

に
な
っ
て
も
ら
う
目
標
に
つ
い
て
は
、
達
成
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

�

な
お
、
今
年
度
の
下
呂
市
内
小
学
校
の
出
前

授
業
は
五
月
二
十
日
〜
二
月
十
七
日
の
期
間
、

十
二
校
で
行
い
、
児
童
、
教
職
員
合
わ
せ
て

四
〇
〇
名
以
上
が
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
山
作
り
、
災
害
の
な
い

明
る
い
職
場
作
り
を
目
指
し
て

 ［
木
曽
森
林
管
理
署　

瀬
戸
川
・
氷
ヶ
瀬
班
］

　

長
野
県
木
曽
郡
王
滝

村
は
、
長
野
県
の
最
西

部
に
位
置
し
、
村
内
約

二
六
、〇
〇
〇
㌶
の
国
有
林

を
王
滝
治
山
事
業
所
、
四

森
林
事
務
所
（
瀬
戸
川
、

氷
ヶ
瀬
、
南
滝
越
、
北
滝

越
）
十
七
名
で
管
理
し
て

い
ま
す
。

　

瀬
戸
川
・
氷
ヶ
瀬
班
は
、

王
滝
・
御
岳
・
樽
沢
国
有

林
の
約
一
二
、〇
〇
〇
㌶
の

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 

区
域
を
管
轄
し
、
基
幹
作
業
職
員
四
名
で
、
霊

峰
御
嶽
山
の
山
懐
に
抱
か
れ
た
山
深
い
中
、
春

か
ら
秋
は
獣
害
対
策
、
歩
道
修
理
、
林
道
維

持
、
境
界
巡
検
、
調
査
、
森
林
保
全
管
理
等
、

ま
た
冬
は
除
伐
・
枝
打
な
ど
に
二
㍍
を
超
え
る

笹
覆
地
や
岩
石
地
等
条
件
の
厳
し
い
中
で
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
雨
や
春
の
よ
う
な
陽
気
で
雪

解
け
が
か
な
り
進
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
作
業

地
に
は
凍
っ
た
箇
所
も
残
っ
て
お
り
、
毎
朝
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
足
場
足
元
に
注
意
、
上

下
接
近
作
業
の
禁
止
、
熊
対
策
、
通
勤
時
の
交

通
事
故
防
止
等
を
話
し
合
い
、
緑
十
字
の
日
に

行
う
安
全
懇
談
会
で
は
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
や
そ

の
対
策
等
を
出
し
合
い
、
活
発
な
議
論
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
災
害
に
強
い
山
作
り
、
災
害
の
な
い

明
る
い
職
場
作
り
を
目
指
し
て
、
皆
で
一
丸
と

な
っ
て
安
全
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

現地見学会の様子（尾張西三河森林計画区）

循環の説明で手伝いをする児童

出
前
授
業
終
了
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しろ うま だけ 

長
野
市
の
奥
座
敷
戸
隠
高
原

 

［
北
信
署
］
長
野
市
の
北
部
に
位
置
す
る
標
高
約

千
百
㍍
の
戸
隠
高
原
は
、
市
内
か
ら
車
で
六
十
分

ほ
ど
に
位
置
し
、
自
然
を
満
喫
で
き
る
場
所
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
長
野
市
の
奥
座
敷
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

戸
隠
高
原
の
大
部
分
は
国
有
林
で
、
こ
の
高
原

を
代
表
す
る
山
が
北
西
部
に
連
座
す
る
戸
隠
国
有

林
に
あ
る
戸
隠
山
で
す
。
遠
い
神
世
の
昔
、「
天

の
岩
戸
」
が
飛
来
し
て
山
と
化
し
た
と
も
い
わ

れ
、
八
方
睨
（
一
、九
一
一
㍍
）
を
主
峰
と
し
て

険
し
い
峰
が
連
な
り
、
絶
壁
の
急
崖
が
容
易
に
人

を
寄
せ
つ
け
な
い
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
の
古
く

か
ら
修
験
者
の
修
行
の
山
と
し
て
信
仰
を
集
め
て

き
ま
し
た
。

　

麓
の
登
山
道
の
入
口
近
く
に
は
、
山
の
神
々
を

祀
る
戸
隠
神
社
の
一
つ
で
あ
る
奥
社
が
あ
り
、
里

の
中
社
、
宝
光
社
と
も
ど
も
多
く
の
参
拝
者
や
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

高
原
一
帯
は
ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ハ
ル
ニ

レ
、
ブ
ナ
な
ど
の
原
生
林
や
シ
ラ
カ
バ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
、
カ
ラ
マ
ツ
と
い
っ
た
様
々
な
林
が
広
が
り
、

湿
原
や
池
沼
で
は
、
五
月
の
雪
解
け
を
待
っ
て
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
な

ど
の
植
物
が
季
節
を
追
っ
て
咲
き
始
め
ま
す
。

　

多
種
多
様
な
植
物
が
生
育
し
い
て
い
る
こ
と
や

エ
ナ
ガ
、
コ
ガ
ラ
な
ど
の
野
鳥
の
種
類
が
豊
か
な

こ
と
か
ら
、
自
然
休
養
林
や
野
鳥
生
息
地
保
護

林
、
緑
の
回
廊
「
雨
飾
・
戸
隠
」
と
し
て
指
定
し

て
お
り
、
森
林
植
物
園
や
森
林
教
育
施
設
も
充
実

し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
地
元
中
学
生
に
よ
る
巣
箱

掛
け
や
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
育
樹
作
業
な
ど

森
林
教
育
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
原
の
北
東
部
に
位
置
す
る
瑠
璃
山
の

山
麓
で
は
、
ス
キ
ー
場
と
し
て
国
有
林
の
活
用
を

図
っ
て
お
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す

　

こ
の
ほ
か
、
冷
涼
な
環
境
か
ら
お
い
し
い
蕎
麦

の
産
地
と
し
て
全
国
的
に
も
有
名
で
、
秋
の
収
穫

期
に
は
蕎
麦
祭
り
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

戸
隠
高
原
は
、
こ
の
よ
う
に
年
間
を
通
し
て
自

然
や
歴
史
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
で

す
。
長
野
市
へ
お
越
し
の
際
は
、
少
し
足
を
の
ば

し
て
戸
隠
高
原
の
魅
力
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

○
マ
イ
カ
ー

　
・
上
信
越
自
動
車
道
長
野
イ
ン
タ
ー
か
ら

　
　

戸
隠
バ
ー
ド
ラ
イ
ン
経
由
で
約
六
○
分

　
・�

上
信
越
自
動
車
道
信
濃
町
イ
ン
タ
ー
か
ら
主

要
地
方
道
信
濃
信
州
新
線
経
由
で
約
四
十
分

○
Ｊ
Ｒ
及
び
公
共
交
通
機
関

　

長
野
駅
か
ら
川
中
島
バ
ス
で
約
六
○
分

中学生による巣箱掛け 戸隠森林植物園内のバリアフリー歩道

荒々しい戸隠山と鏡池 ミズバショウの咲き誇る戸隠森林植物園


